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研究成果の概要： 
 
当初の計画以上に進展している。すなわち、データベースについては、ほかの研究者の実用
に供せるような、試用版が完成した。このデータベースに基づいて、また、亡命文学・デ
ィアスポラ文学理論関係の資料から得られた知見を応用しつつ、読解・分析なども継続し
て行い、その理論的解釈を深め、成果がいつくかの論文にまとまりつつある。現在までに
図書に収録された論文が一本。平成 21 年度中に出版予定のものが二本ある。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,400,000 0 1,400,000 

２００７年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２００８年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 3,300,000 570,000 3,870,000 

 
 
研究分野： 比較文学、ロシア文学 
科研費の分科・細目：文学 各国文学・文学論 
キーワード：ロシア文学 亡命文学 ディアスポラ 植民地 満州 極東ロシア ハルビン 

ウラジオストク 移民 未来派 
 
１．研究開始当初の背景 
一国文学の枠を越えて、亡命文学、ディアス
ポラ、（ポスト）植民地、ゲットーなどの文
学を研究することが、文学・文化研究の中で
重要視されるようになってきている。本研究
も、そのような観点に立ち、しかも、先行研
究の非常にとぼしいロシアン・チャイナ（ロ
シア勢力下の満州）の文学を研究しようとし
たものである。研究代表者は、すでに、平成
13 年度、日本学術振興会 NIS 諸国派遣プロ
グラムでの、ウラジオストクでの調査、平成
15-16 年度に科学研究費基盤研究(C)(2)「マト
ヴェーエフ家文学の研究」などで、当該分野

の研究成果を蓄積しつつあった。 
 
２．研究の目的 
① ロシアの東清鉄道の沿線、ハルビン、旅

順などを含む地域――暫定的にロシア
ン・チャイナと呼んでおくことにする―
―は、世紀の変わり目から1935年に日ソ
の合意により東清鉄道が満州国に譲渡・
売却されるまで、ほぼロシアの勢力圏に
あった。ここには多数のロシア人が居住
し、その中には多くの文化人もいて、国
際文化都市の様相を呈していた。だが、
ロシアン・チャイナといっても日・露・
中・満・韓の雑居地帯で、高度のコスモ
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ポリタニズムが達成されていたのである。
本研究は、このように文化的・社会的・
政治的に非常にユニークで興味深い地域
であったロシアン・チャイナに目を向け、
その地でのロシア文学・文化を検討する
ことによって、ロシア文学史の欠落部分
を補い、同時に雑種文化のあり方、多文
化社会の成り立ちについて一般的知見を
えることを目的とする。 

② ロシア文学研究に限らず、一国文学史は
周縁の文学的・文化的事象を無視・軽視
してきたが、本研究はそれを修正しよう
とするものである。近年、行われている、
米国やヨーロッパの亡命ロシア文学の研
究も、このような修正作業であるが、そ
れらの研究が「西洋（比較）文学」研究
の枠を出ないのに対し、本研究では、ロ
シアン・チャイナという特殊な地域に注
目することによって、東洋文化をも取り
入れた、さらに高度の雑種性について考
察できることが特色である。その意味で、
ロシアン・チャイナのロシア人文学者の
多くが東洋学に造詣が深かったことも、
研究資料として大きな意義を持ってくる
ものと思われる。同地では日本学もさか
んに行われていたが、日本人文学者、文
人――二葉亭四迷、石光真清、大庭柯公
ら――も、この地と深い関わりを持って
いた。したがって、本研究はロシア文学
研究だけではなく、日本文学研究にも寄
与しうるのである。また、パリやニュー
ヨークのロシア文学研究が政治的には比
較的安定した状況での亡命文学の研究で
あるのに対し、ロシアン・チャイナは紛
争・干渉・粛清など、極度の動乱の中に
あった社会であった。そして、極東ロシ
アとの間に、イデオロギー的対立の構造
も持っていた。ロシア勢力圏内にすでに
政治的対立があったのである。このよう
な複雑な地でのロシア文学を研究するこ
とによって、多文化社会との政治の関わ
り、文化とイデオロギーのダイナミズム
などがより明らかになるものと期待でき
る。 

③ ロシアン・チャイナのロシア文学の研究
はロシアでも米国でも日本でもほとんど
行われていない。本国ロシアの文学研究
者は周縁の文学をほとんど無視してきた。
米国人、日本人にとっては、資料へのア
クセスが難しいことが障害あるいは無関
心の原因になってきた。本研究は、当該
テーマの研究として、ほとんど最初のま
とまった研究になり、関連分野に対する
寄与は大きい。 

 
３．研究の方法 
ロシアン・チャイナのロシア文学作品は、
いくつかの雑誌に発表され、また、ハルビン
などの地方都市で出版されていたが、ほとん
ど散逸している。極東ロシアの公立図書館な
どに所在の新聞・雑誌に関しては、極東国立
歴史公文書館が刊行した、『極東地方の図書

館および公文書館所蔵新聞雑誌目録』がある
が、これを参照して、極東地方での資料収集
を行う。また、新聞・雑誌・出版物などは、
モスクワ、ペテルブルク、ニューヨークなど
の図書館、公文書館にも散在しているので、
これを閲覧・複写する。 
とくにハバロフスク国立公文書館のマトヴ
ェーエフ・コレクションの中の、ヴェネディ
クト・マルトおよびニコライ・マトヴェーエ
フ・ボードルィに関する資料を入念に調査す
る。ハルビンで出されていたロシア語雑誌
『ルベーシ』は、ロシアン・チャイナにおけ
るロシア文学の中心的発表母体であったの
で、とくに慎重に調査する。国内では東京、
札幌などに調査・研究旅行にでかけ、東京大
学総合図書館、国立国会図書館、北海道大学
スラブ研究センター図書館、同文学部図書室
などで、日本人による満州紀行などを中心に、
資料の閲覧・複写を行う。 
ロシア、米国、日本の図書館、公文書館な
どで収集した資料は、できうる限り、電子化
し、研究資産として活用できるようなデータ
ベースにまとめる。そのためのアシスタント
を雇う。文献には英語、日本語、ロシア語以
外の、研究代表者がかならずしも精通してい
ない言語のものもあるので、これも翻訳者を
雇い、日本語化し、その形でデータベース化
することに意を用いる。極東ロシアの文化に
関してはライデン大学が研究の蓄積を有し
ており、ドイツ語、オランダ語での研究が刊
行されている。これらにはとくに注意を払う。 

亡命文学・ディアスポラ文学については、
近年、カルチャル・スタディーズやポストポ
ロコロニアル批評などの分野で、大きな理論
的展開がなされているので、関連図書の購入、
また外国の図書館などでの閲覧を進める。ガ
ヤトリ・スピヴァーク、ホーミ・バーバ、ク
ワメ・アンソニー・アパイア、ガリン・ティ
ハーノフをはじめとする研究が特に寄与し
ていると思われるので、それらを購入・参照
の上、批判的に吸収し、それをもとにテキス
トの分析、そして、ロシアン・チャイナのロ
シア文学の歴史的・文化的意義を明らかにす
る。 
 
４．研究成果 
当初の計画以上に進展している。ハルビンか
らは離散して残っていない、多くのテキスト
を、各地（ロシア、米国、ラトビア、アゼル
バイジャンなど）で確認することに成功し、
複写した。たとえば、ウラジオストック・ハ
ルビン出身の、未来派詩人ヴェネディクト・
マルトの著作が、ペテルブルク市ロシア公立
図書館に多数、所蔵されていることを発見し、
これを閲覧、複写した。ラトビア国リーガ市
中央図書館、同科学アカデミー図書館でも、
貴重な資料を見つけることができた。 



ハバロフスク市地方史博物館では、ヴェネ
ディクト・マルトのアルヒーフで調査を行い、
彼の著作の閲覧、息子イヴァンに宛てた書簡
などを調査、また、絵画数点を見ることもで
きた。 
 ヴェネディクト・マルトの息子、同じく詩
人のイヴァン・エラーギンのアルヒーフを、
ピッツバーグ大学公文書館にて調査し、関連
新聞・雑誌論文、未公刊の著作、ＡＶ資料、
書簡などを閲覧することができた。 
 エラーギンの旧知の友人であり、また、米
国の亡命ロシア人雑誌『フストレーチャ』の
編集者を長らく務めた詩人ヴァレンチー
ナ・シンケヴィッチの知己をえることができ、
書簡を交換、また、実際にインタヴューなど
も行って、エラーギン、さらには、20 世紀後
半の、米国東海岸における、ロシアン・チャ
イナ出身のロシア詩人についての新しい情
報を多く収集することに成功した。 
 これらの研究を通じて、本研究課題に関す
るさまざまな新しい知見が得られた。 
 たとえば、亡命ロシア人の出身に基づく人
種的差異（ロシア人、ウクライナ人、ベラル
ーシ人、ユダヤ人など）が、亡命先において
意味のある区別となり、サブ・グループを形
成したであろうかということが、解決すべき
問題として提示されていたが、ロシア語話者
による、サブ・グループ化は、亡命先の社会
ではほとんど見ることができないというこ
とが分かった。これは、『フストレーチャ』
ほかの、米国亡命ロシア人の出版界の状況か
ら確認することができた。ヨーロッパや米国
で出版された、亡命ロシア人の文学作品のア
ンソロジーは数種類あり、刊行部数が少ない
ため、その閲覧は困難であったが、科学研究
費に基づく出張の際に、モスクワ、ニューヨ
ーク、ボストン、フィラデルフィアなどでか
なりの数のものを発見し、閲覧・複写するこ
とができた。 
 ウラジオストクそしてハルビンのロシア
文学者たちは詩人が中心であり、その中の顕
著な者であるアルセーニー・ネスメーロフ、
ゲオルギー・イヴァーノフ、ヴァレーリー・
ペレレシンなどが注目に値するので、彼らに
関する資料、また、その作品のテキストなど
を渉猟し、多くのものを閲覧、複写すること
ができた。雑誌『トヴォールチェストヴォ』
に代表されるように、ロシアン・チャイナお
よび極東ロシアの詩人は、ほとんどすべて未
来派の傾向を強く有している。その作品の理
論的分析を通じて、地理的辺境性および政治
的両義性がアヴァンギャルド的志向に直接
むすびつくものであることを検証すること
に成功した。モスクワからシベリア、極東を
経由して、日本にわたり、最終的には米国に
移住した、未来派の詩人デーヴィッド・ブリ
ュリュークの作品、エッセイ、画集などを、

日本の美術館、米国の大学の図書館などでか
なりの数を発見した。この未来派の詩人が、
日本の文学者、美術関係者、また、大衆文化
（マンガなど）の担い手に大きな影響を与え
ていることがわかり（マンガについては、未
来派の画家による、運動の表現の仕方が日本
のマンガ家に示唆を与えていることを検証
した。この問題については別に論文を準備中
である）、広い意味でのロシアン・チャイナ
のロシア文学の影響がまたひとつ明らかに
なった。今回の科学研究費の課題とはややそ
れるが（「今後の研究の展望」により関係す
るが）、デーヴィッド・ブリュリュークが、
米国においてユダヤ人のスラブ系文学者と
親しく交流していたことも分かり（たとえば、
マイケル・ゴールド）、さらなる研究の領域
が提示された。 
 また、ロシアン・チャイナにおいて、さま
ざまな文化的交流が達成されており、ハルビ
ンのような国際文化都市では高度の文化的
雑種化が起こっていることが確認された。も
っとも顕著な現象としては、ロシアン・チャ
イナを通しての、ロシア文化への日本への事
例がいくつか確認できた。ハルビンから日本
へのロシア人移民による文化（バレー、音楽、
詩、演劇など）への影響はすでに報告されて
いるところであるが、今までに知られていな
かったつながりもいくつか発見された。たと
えば、亡命歌手、詩人、パントマイム演者で
あったアレクサンドル・ヴェルチンスキーが
ハルビンにある期間滞在しており、ほぼ同じ
ころにハルビンにいた日本人作家群司次郎
正の作品の中にしばしば引用されている。群
司の作品は、白系ロシア人のダンサー、歌手、
娼婦との交際を描いたもので、日本のモダニ
ズム文学、および大衆文学に、植民地的「異
界」が、文化的な媒介を契機として、作用を
及ぼしていたことを示しているのである。な
お、角川学芸出版より『金髪女性の表象の研
究――文学・映画・コミックにおいて』とい
う図書を刊行準備中であるが、その中には大
正から昭和初期にかけて、日本の文化で大き
な役割を果たしたダンサーたち（ストリップ
ティーズも含めて）の活動を取り上げる予定
であるが、それらの中にはハルビンよりの亡
命ロシア人がかなりの数、存在しており、ロ
シアン・チャイナのロシア文化が、日本の大
衆文化に与えた影響を明らかにしていく予
定である。 
データベースについては、ほかの研究者の
実用に供せるような、試用版が完成した。こ
のデータベースに基づいて、また、亡命文
学・ディアスポラ文学理論関係の資料から得
られた知見を応用しつつ、読解・分析なども
継続して行い、その理論的解釈を深め、成果
がすでに発表したもののほかに、いつくかの
論文にまとまりつつある。ハルビンという国



際都市において、ロシア文学者ではない日本
文学者たちと、文化的交流が深まっていた事
実などが新たに明らかになった。理論的レベ
ルでは、ハルビンの辺境性と、アヴァンギャ
ルドおよび韻文という形式とのつながりを
検証した。 
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issledovaniia zhizni I deiatel’nosti E. G. 
Spal’vina (The First Professional Japanologist of 
Russia: An Attempt at the 
Latvian-Russian-Japapnese Research on the Life 
and Acts of E. G. Spalvin). Vladivostok: 
Izdatel’stvo Dal’nevostochnogo 
gosudarstvennogo universiteta. 2007. Pp. 69-73. 
査読無し。 
③ Yokota-Murakami, Takayuki. "Zhizn' i 
tvorchestvo sem'i Matveevykh (Life and Work of 
the Matveevs)." Materialy XXI 
rossisko-iaponskogo simposiuma istorikov i 
ekonomistov DVO RAN i raiona Kaisai Iponiia 
(Proceedings of the XXI Russian-Japanese 
Symposium of the Historians and Economists of 
the Far East Russian Academy of Sciences and 
the Kansai Area of Japan). Vladivostok. 
Dal'nauka. 2007. Pp. 99-110. 査読無し。 
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①平成 21 年２月 13 日。甲南大学人間科学研
究所にて。共同研究「心の危機の見極めと
実践的ネットワークの創造」研究会。発表
題目「父の血は贖われたか――亡命ロシア詩
人エラーギンにおける、トラウマの文学的昇華
について。」 

②平成 20 年 11 月 21 日。アゼルバイジャン
国バクー市バクー・スラブ大学にて開催さ
れた国際会議「文化と文学におけるステレ

オタイプ」にて。発表題目”The Future in the 
Margin: The National and the International in 
the Russian Émigré Poetry from the Far East.” 

③平成 20 年６月６日。リュブリャナ市スロ
バニア科学アカデミーにて。国際比較文学
会文学理論分科会。発表題目”The Future in 
the Margin: The National and the International 
in the Russian Émigré Poetry from the Far 
East.” 

 
〔図書〕（計１件） 
①2008 年。ウラジオストク。ダリナウカ社。
第 23 回日露極東学術シンポジウム・プロシ
ーディングス。執筆論文「ウラジオストク－
ベルリン－ニューヨーク――詩人イヴァ
ン・エラーギンの生涯と作品について」。
99-110 ページ、および 214-227 ページ。全
227 ページ。 
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